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評価日 平成28年3月1日 評価日 平成28年3月9日

評価者・組織 学校評価委員会 評価者（いずれかに○）
学校運営協議会
学校評議員

分野 評価項目 自校の取組
アンケート項目・
各種指標

アンケート結果・
各種指標結果

分析
（成果と課題）

自己評価に
対する改善策

学校関係者評価に
よる意見

学校運営協議会・学
校評議員による改
善に向けた支援策

一人一人の子ど
もの学力向上

・学習課題の明示と言語
活動を経た課題に応じた
まとめ・振り返りの徹底。

・プレジョイント・ジョイント
プログラム・研究会テスト
の結果。・年間反省での意
見

中・高学年では全体として全市平均
を上回る結果であったが，低学年で
は課題が残った。

基礎的・基本的な
知識・技能の習得
と活用

・少人数教育・教科担任制の実施。・Ｔ
Ｔの協力指導体制による学習の充実。
放課後等の補修。

・子どもはあきらめずに学習してい
る。・子どもは家庭学習の習慣が身
に付いている。

概ね学力の定着が見られ
るが，Ｄ層の児童への支
援は十分とは言えない。 ⇒ ⇒

言語活動の充実 ・鳳徳タイムやポスター発
表会等の実施。・読み聞
かせ，１００冊読書の取
組。

・学校で自分の思いを
話している。　・家庭で
本を読んでいる。

児童の実現度は他の項目
より低く，保護者・教職員
のニーズ度は高い。

豊かな感性・情操
を育む教育の充
実

・伝統文化体験，宿泊自
然体験等，体験活動の進
化。・音楽活動の充実。

・子どもは進んであいさつ
をしている。・子どもは物を
大切にしている。・

児童の実現度は低くは
ないが，教職員のニー
ズ度は高い。

支え合い高め合う
集団作りの推進と
絆づくり

・たてわり活動等。・ＳＣ・ＳＳ
Ｗと連携したケース会議の
充実。・感謝の会の実施。

・子どもは楽しく学校に
通っている。・子どもは友
だちと仲よくしている。

どのアンケートにおいても
実現度は高く，地域の声
による評価も高い。 ⇒ ⇒

道徳教育の充実 ・道徳的価値観の自覚を
求める指導。・あいさつ等
学習規律の徹底。

・子どもはものを大切にし
ている。　・子どもはきまり
や約束を守っている。

規範意識は高いが，後片付けにお
いては保護者や教職員のニーズ度
が高い。

保健教育の充実 ・すこやか週間の設定によ
る家庭と連携した生活チェッ

ク　・安全教育の徹底。

・子どもは早寝早起き等，
健康を考えて過ごしてい
る。・すこやかチェック

基本的な生活習慣は身に付いてい
るが，睡眠時間が短く，朝一人で起
きられない児童が多い。

運動やスポーツ
の実践と体力の
向上

・体育的行事や安全教育
の充実。・地域と連携した
スポーツ活動。

・運動会，マラソン大会
における児童の変容・
地域行事への参加

大変意欲的に取組，かつ安全に気
をつけて活動した。地域行事への参
加は多かった。 ⇒ ⇒

進んで学び合い，
共に生きようとす
る子の育成

・音楽科研究の取り組み
・音楽集会の充実。

・授業を伴った研究会で
の意見。・研究反省の
意見。

音楽を通して共に学び合う
姿が見られたが，組織とし
ての課題は残った。

小中一貫教育
充実

・ＨＡＴＴ（３小・１中）
の取り組み。

・主任会での意見
・かがやく丘コンサート，合
同演奏会への参加

子どもの実態について交
流した。保護者・児童の参
加が多かった。 ⇒ ⇒
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・校内研究では，音楽科を中
心として３年，一定の成果は
得られたが，組織的な課題が
残った。子どもたちの学力向
上につながる取組も充実させ
る必要がある。
・中学校を中心とした各主任
会など，連携が深まってきて
いる。

・校内研究の組織を見直し，
研究授業だけに止まらず，学
力向上のための研修を実施す
ことで，系統的な学習規律を
確立できるようにする。
・ＨＡＴＴスタンダード作成に向
けて，計画的に話し合いを進
め，29年度完成を目指す。

・音楽集会の取組が充実
してきた。
・合同演奏会の会場が本
校になって，保護者の参
加が増えた。

・子どもたちが発表する
場を今後も充実させるた
めに支援していきたい。

　総括・次年度の課題

・校内研究組織を見直し，研究授業や指導案検討，模擬授業などを実施すると共に，基礎的・基本的学力の向上へ向けた具体的な取組を充実させ，教員の授業力向上を目指す。
・年度当初に鳳徳タイムやポスター発表会などを学校行事として年間計画を立てることで，見通しを持って指導できるようにする。
・保護者，地域と連携しながら，子どもたちの主体的に学ぶ喜びを味わわせ，自ら学習に取り組んでいく姿を追究する。
・地域と協働の取組がある強みを生かし，総合的な学習の時間の内容を充実する。地域性を生かした道徳の教材作成にも取り組む。

4

独
自
の
取
組

3

健
や
か
な
体

体育科の学習では，主体的に
様々な競技に取り組む姿が見
られ，地域と連携したスポーツ
活動には毎回多くの児童が参
加した。すこやかチェックで
は，睡眠に課題が残った。

・体育学習に必要な器具の充
実。
・睡眠の大切さを指導すると共
に，早寝早起きについて家庭
と連携する。
・給食後の歯磨き指導を検討
する。

地域と連携したスポーツ
活動には，多くの児童が
参加しており，保護者の
関心も大変高いことが感
じられる。

保護者が地域と連携した
活動に関われるように工
夫し，子どもたちの課題
も共有できる場となるよう
にする。

2

豊
か
な
心

長期欠席もなく，概ね楽しく充
実した学校生活を送っている。
高学年での伝統文化体験で
は，地域女性会や専門家の協
力によって，豊かな感性や情
操を育て，道徳的価値観を自
覚することにつながった。児童
が主体的に取り組む感謝の会
を実施することができた。

・児童会の主体的な活動に
よる挨拶運動や規律の徹
底を図る。
・地域，保護者への感謝の
会を継続して実施する。
・たてわり活動の年間計画
を見直す。
・音楽集会を継続して行う。

・感謝の会やボランティアの
活動では，高学年の気持ち
のよい挨拶や礼儀正しい様
子に感心した。
・コンサートや集会での子ど
もたちの挨拶や歌声に感動
した。
・１年生がいつも気持ちのよ
い挨拶をするようになった。

・子どもたちの主体的な
活動を促すような工夫を
する。
・感謝の会は，地域，保
護者にも好評である。子
どもたちが地域の一員と
して自覚できるよう，継続
できるよう協力したい。

1

確
か
な
学
力

指導体制や学習環境を整える
ことで子どもたちが落ち着いて
学習に取り組み，基礎的学力
は身に付いてきた。特に高学
年において話し合い活動や自
分の考えをまとめて発表する
活動も充実してきた。低学年
から系統的に言語活動を取り
入れていく必要がある。

年間計画として年度当初に鳳
徳タイムやポスター発表会の
時期や具体的な学習内容を
決め，余裕を持って取り組め
るようにする。一斉発語等，全
員が自分の考えを伝える場面
をつくる。組織的に読書環境を
充実させ，１００冊読書など，
読書に対する主体的な取り組
みができるようにする。

家庭教育力が高く，学校
で落ち着いて学習する環
境が整っている。家庭で
の読書については，保護
者がいっしょに本を読ん
だり，本を選んだりする姿
勢が大切である。

・図書ボランティアによる
週１回の読み聞かせやブ
ラックパネルシアターは，
本に親しむよい機会と
なっている。今後も継続
し，家庭での読書習慣に
つなげていきたい。
・放課後の居場所づくり
への協力。

平成２７年度　学校評価実施報告書

　２回目評価 学校名(　　　　　　京都市立鳳徳小学校　　　　　　)

　・重点評価項目について評価・改善していくための個別評価項目の設定
　・各項目にねらいを定めた取組の計画・実施
　・取組結果を検証するためのアンケート項目や各種指標の設定

・アンケート実施結
果，その他指標の結
果について整理

学校関係者評価


